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河岸の街さかいの資源を最大限活用した、
安心安全・持続可能なまちづくり事業

茨城県境町
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「河岸の町さかい」
茨 城 県 境 町 は こ ん な と こ ろ

利根川と江戸川の分岐点に位置する境町は、江戸時代には、利根川随一の河岸の町と
して栄えた。
平成29年2月に、圏央道の茨城県内全線が開通。境古河IC直結の利便性から、物流・交
通の拠点として新たなる発展の契機を迎えている。

【人口】23,992人
【世帯】8,946世帯
【面積】46.59㎢
【高齢化率】約30％

明治43年

圏央道と境町の位置

境町の概要
令和3年4月1日時点 令和2年1月時点

境河岸から見た利根川
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境町の現在
茨 城 県 境 町 は こ ん な と こ ろ

新しい財源
の開拓

太陽光売電
事業

ふるさと納税
＆

企業版ふるさと
納税

子育て世帯向け
移住定住政策

IC周辺開発
＆

企業誘致

活気ある
まちづくり

子育て世帯
向け住居整備

最先端
英語教育事業

財政改善や人口増加政策として
ソフト・ハード両面から様々な事業を展開
その効果が現れ始めている。

隈研吾
建築群手厚い

子育て支援
政策 空き家

活用事業

まちごと
まるごと
こども食堂

人口の社会動態 推移将来負担比率の推移

転入
増加
傾向!

財政
改善中
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2030年の
あるべき姿

境町の現在
茨 城 県 境 町 は こ ん な と こ ろ

「誰もが明るい未来を描きながら暮らすことができる街 さかい」へ

新技術による公共交通導入で

「誰もが交通の足に困らない町」へ

公共交通が弱く、高齢化率が上昇しつつある
境町の課題を解決するべく令和2年11月より
全国初の自動運転バス定常運行を開始。

少子高齢化 人口減少 財政再建 災害対策

これからも

町の課題を解決し など

自動運転バスの
運行開始
実際の利用の様子
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河岸の街さかいの資源を最大限活用した
安心安全・持続可能なまちづくり事業

自治体ＳＤＧｓモデル事業の概要

これまでに展開してきたソフト・ハード両面から築かれてきた資源を
自動運転バスのMaaSアプリによって機能拡張（Extends）し、
最大限に活用することで、持続可能なまちづくりを推進する。

●地域活性化拠点施設活用事業
●公用車カーシェアリング事業
●既存店舗ネットショップ化事業

経済 社会

●自動運転バスの普及・
交通格差解消事業

●まちごとまるごと子ども食堂事業

環境

●脱炭素社会推進事業
●空き家等活用・
まちなか活性化事業

交通格差・経済格差の解消

脱炭素の推進及び
都市環境の改善

地元経済拠点の活用と
活性化を促進

境町版
MaaSアプリ導入事業

持続可能な
まちを
実現
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境町版MaaSアプリ導入事業
三側面をつなぐ統合的取組（補助対象事業の概要）

スタート
地点

目的地モビリティタクシー

バス

カー
シェア

電車

経路検索
予約・決済を
1つのアプリで
完結

MaaSアプリ

境町版MaaSアプリ

東京駅

成田空港

R3.7より運行

H31.11より運行

自動運転バス

バス停 目的地境古河
IC

境町

滞
留
施
設

ラスト
ワンマイル

レンタ
サイクル

自動運転
バス

オンデマンド
タクシー

レンタ
サイクル

カー
シェア

境町から／境町への、移動がMaaSアプリで決済・予約・利用を一
括利用可能に。既存の公共交通サービスを繋ぎ、さらに拡張する

高速バス

R2.11より運行
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三 側 面 を つ な ぐ 統 合 的 取 組 （ 補 助 対 象 事 業 の 概 要 ）

境町版MaaSアプリ導入事業

電子
決済

非接触決済
キャッシュレス化
の推進

境町版MaaS
アプリ

公共交通の
クリーンエネルギー化

太陽光
発電
H26導入

高速バス
境-成田空港線

高速バス
境-東京駅線

自動運転
バス

地域公共
交通網
間の連携

境町水素ステーション
H29導入

隈研吾建築群

境町アーバン
スポーツパーク

宿泊施設

地域拠点
との連携

現行アプリ
との連携

その他
商業施設

防災アプリ こども食堂

健康づくり

買い物
支援

自動運転バスの
活用拡張

オンデマンド
化

宅配地域
通貨連携

ポイント
制

利用への
インセン
ティブ

カー
シェアリング

レンタ
サイクル

MaaSアプリを既存のサービス
連携で汎用的に活用
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経済 、社会、環境の各側面の相乗効果（統合的取組によって生じる相乗効果）

境町版MaaSアプリ導入によって生じる相乗効果

境町に
BMX乗りに
行きたい

自動運転
バスに乗り
たい

境町の
隈研吾建築
を見たい

町外
町内

町外のMaaSアプリ活用と町内のMaaSアプリ活用のシナジー効果

境
町
を
訪
れ
る
人
が
増
加

経済
観光人口
交流人口
増

地域経済
活性化
雇用増加

環境

エコエネルギー
公共交通
の利用増

脱炭素社会
の
推進

社会

公共交通
商業拠点
都市機能
の維持・充実

人の流れの創出
社会活動の
活性化

町
の
魅
力
増
・安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
町
へ

境町版MaaS
アプリ
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●地域拠点活性化
●商業活動振興
●新規事業の創出

経済 社会

●交通格差の解消
●免許返納の促進
●外出機会増

環境

●脱炭素社会推進
●公共交通の振興
●都市環境の改善

誰もが移動に困らない町訪れたい魅力ある町

境町版MaaSアプリ

経済 、社会、環境の各側面の相乗効果（統合的取組によって生じる相乗効果）

境町版MaaSアプリ導入によって生じる相乗効果

誰でも利用
しやすく機能拡張

サービス提供
利用
促進

エコ社会
の
推進

町の経済
活性化人口増加

安心して住み続けられる町

新たな
経済活動
の創出

拠点整備・
都市環境の
改善推進

社会機能
の充実

誰もが明るい未来を描きながら暮らすことができる街 さかい



事業スキーム
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自律的好循環の具体化向けた事業の実施


